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-“Method of measurement for subjective strength of 

perceived apathy with single item (MSPS)"， based on 

the visual analogue scale， is a simple technique for the 

res巴archand clinical practice， since it is easy for par. 

ticipants to answer， and we can understand their sub-

jective strength of perceived apathy from the numeri-

cal results. Therefore， it is important that we learn the 

advantages and the disadvantages of MSPS. In this 

study，l investigated th巴statisticalvalidity of MSPS 

The results showed that there was a statistically sig-

nificant correlation betw巴巴nMSPS and the existing 

apathy scale among ]apanese university students (n= 

150，γ=.570)， and that MSPS is appropriate for measur-

ing only the subjective strength of perceived apathy 
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問題

抑]う つ(depression)の副次的症状としての病理的な無

気力や，スチュ ーデン卜 ・アバシーのような特異な無気力

ではなく ，健常な個人が日常生活で主観的に感じる1!!¥気力

(やる気のなさ)についての研究が近年，盛んになってきて

いる(例えば，下坂， 2001)。このような無気力は長内

(2009a)によって 「知覚された無気力 (Perceived Apa-

thy)Jと呼ばれている(知覚された無気力と，その他の無

気力の異同は，長内，2009aに詳しい)。 しかし，知覚され

た無気力の研究の現状は，初期の探索的な段階にある。例

えば，従来から無気力が問題とされてきた大学生を対象と

した場合，彼 ・彼女らが生活全般，または，特定の活動に

対してま目覚している無気力の強さをiJllJ定する研究を行う こ

とは重要である。なぜなら，それは大学生の無気力の実態

を把爆し，そのメカニズムを明らかにすることにつなが

り，無気力に悩み健康相談室を訪れる学生へのアセスメン
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短報

卜などの実践に応用できる可能性があるからである。しか

し現在，知覚された無気力のiJllJ定を目指した尺度は(下坂，

2001:高山， 2006)，作成の手続きや項目内容から， 1!I(気力

を引き起こす要因を尺度化している(長内，2009a)。無

論，各hの姿因が1!!¥気力の知覚に与える影響は等しくない

ことが予惣できるため，そうした項目群の合計得点は，知

覚された無気力の強度を示すものではなし、。そのため，上

述したような実態把握的な研究を行うために，知覚された

無気力の強度を測定する方法が求められている(長内，

2009b)。このような状況のなか，長内 (2009a)はVisual

Analogue Scale (V AS)の概念を応用して，知覚された無

気力の強度を単一項目で測定する方法を提案している。

VASとは， I痛み」ゃ「抑うつ気分」なとの主観的な気分の

実証的な事例研究および臨床的なアセスメントにおいて知

られている方法である(例えば，民 ・島，1992:坂本 ・大

野 ・丹野， 2005)。例えば，抑うつ気分を測定する際には，

10 cmの水平線上の一端を最も強い抑うつ気分，他端を正

常状態とし，回答者は自らの状態がその線上のどこに位置

するかを印す (Figure1)。歴史的には， Hayes & Patter-

son (1921)やFreyd(1923)を起源とし，古くから心理学

的研究で用いられていたとされるが (McCormack，Horne， 

& Sheather， 1988)，現在のような形式で広く知られる ら

れるようになったのは， Aitkin (1969)以降である。VAS

が俊れているのは，施行時間が短く設問が簡易なため，項

目数の多い尺度を記入できない重篤な状態にある者にも使

用できる点があげられる。その簡便さから，特に臨床上有

用な自己評価尺度であるとされている (例えば，島 ・鹿

野 ・:1ヒ村 ・浅井，1985)。このように VASは，極めて簡易

であるので回答意欲の低い調査対象者の回答を得やすいこ

とが予想されるため，無気力を測定するのにも適している

と考えられる。 しかし，10 cm幅の正規の VASは，後述

するように，調査法では不適切な場合もある。そこで，本

研究では， VASを応用し知覚された無気力の強度を 10

cm隔にかかわらず，単一項目で測定する方法を便宣的に，

Method of measurement for Subjective strength of Per 

ceived apathy by Single item (MSPS)とl可乙ぶこととし

fこ。

今日の気分はいかがですか。
下の線上で，最も適当と思われる箇所に*印をつけてください

今までで 今までで
最も悪い 最も良い

Figure 1 VASの(YIJ(島，他(1985)を参考に作成)

目的

本研究では，MSPSの妥当性を検討することを目的とし

た。また，知覚された無気力は，長内 (2009a)によれば，生
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活全般の意欲が低下する領域全般的無気力 (Domain-

General Apathy: DGA)と，特定の課題(領域)に対する

意欲が低下する領域固有的無気力 (Domain-SpecificApa-

thy: DSA)に分類される。 本研究では既存の尺度を用い

て，妥当性の検討が可能な DGAを研究対象とした。

方 法

調査対象者:神奈川県内の大学に通う大学生 150名(男性

104名 ・女性46名)。平均年齢 18.83歳(SD=1.20)。

調査方法および内容.以下に列記する内容の自己記入形式

の調査を 2007年7月に講義時間内に実施した。回答依頼

時に，文書と口頭で調査について説明し同意を得ており，

謝礼は提示していない。

L DGAの強度を測定するための MSPS:集団形式の調査

の際に VASを用いて特定の気分の強さ(本研究では無気

力の強さ)のみの回答を求めることは，回答者からみて極

めて不自然な設問となる。そのため，本研究では， 1"以下の

それぞれの項目を読んで，ここ一週間のあなたの気分にど

の程度あてはまるかを数字にOをつけてお答えください」

という教示のもと， MSPSとしての 「無気力な」に加えて

複数の気分を表す形容語句をダミ ーとして提示した (714

法)。

2. 無気力感尺度 下坂(2001)によって作成された，無気

力を測定する尺度である。 19項目 6i牛法。下I反の無気力の

定義は， 1"日常生活全般で，自分をやる気がないと感じるこ

と」であり，長内 (2009)のDGAに類似していると考えら

れるため，本研究では MSPSの妥当性を検討するための

平行検査として用いた。

結果

1. DGAの強度を;sIJ定するための MSPS 平均値は 4.14

(SD = 1.75)であった。また，得点分布の正規性の検定

(Kolmogorov-Smirnov検定)を行った結果，正規性は棄

却された(統計量=.128，dl=.150， P < .001)。しかし，歪

度(ー141)および尖度(-.833)はともに絶対値で l以下

であった。

2. 無気力感尺度・ 全項目を加算し，尺度得点を算出した

(M=64.25， SD= 10.77)。続いて，先行研究(下坂， 2001) 

に倣い因子分析を行った結果，同様の因子数と項目で構成

された下位尺度となった(しかし，第2因子と第 3因子の

/11買が下坂とは逆になった)。よって， 第 l因子から/1聞に，

「自己不明瞭J1"疲労感J1"他者不信 ・不満足」とした。

3 妥当性の検討 MSPSでDGAの強度を測定する妥当

性を検討するために無気力感尺度との相関係数をもとめ

た。その結果，r=.57(pく 001)であった。続いて，各下位

尺度の因子得点との相関係数をもとめた結果， ["自己不明

瞭」がγ=.52(p < .00 1)， 1"疲労感」がr=.54(pく。001)，1"他

者不信 ・不満足」が γ=.41(p<.001)であった。

考 察

本研究では， DGAの主観的強度を測定するために

MSPSを用いることの妥当性を検討した。その結果，下坂

の無気力感尺度との有意な相関関係が確認された。栂関係

数が中程度に留まったことは， MSPSは気分のみを測定し

ているのに対して下坂尺度は複数の要因を測定しているた

めであろう。 したがって，DGAの強度を測定する際に，

MSPSを用いることの妥当性が示唆された。しかし，得点

分布の正規性が保証されなかったことついては，母集団の

数を増やすなどして再度，検討する必要がある。さらに，

健常な個人が日常的に知覚する DGAは一過性のものであ

ることが予想されるため，本研究では再検査法などで信頼

性を検討することを避けたが，今後，何らかの方法で信頼

性の検討を行う必要がある。このように MSPSは課題を

今後に残してはいるが，妥当性と利便性の観点から，特に

集団形式の調査法にて， DGAの主観的な強度を測定する

際に有用であると考えられる。
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